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2022年

つなげよう次世代へ

届けよう私たちの思い

仲間が声を待っている
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関
東
交
運
定
期
総
会
開
催

国
労
八
王
子
駅
連
合
分
会

は
、
八
王
子
地
区
本
部
と
共

催
で
、
８
月
に
豊
田
駅
で
国

労
加
入
し
た
鈴
木
康
太
さ
ん

（
36
）
の
歓
迎
会
を
10
月
５

日
に
立
川
ル
ミ
ネ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

歓
迎
会
は
、
４
月
に
異
動

で
転
入
し
た
嶋
田
さ
ん
の
歓

迎
会
が
延
び
て
い
た
も
の
を

兼
ね
た
も
の
で
、
地
区
本
部

の
ほ
か
、
東
日
本
本
部
か
ら

常
盤
教
宣
部
長
、
東
京
地
本

か
ら
横
倉
財
政
部
長
も
参
加

し
ま
し
た
。

佐
藤
副
分
会
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
舩
木
分
会
長
か
ら

「
鈴
木
君
が
新
入
社
員
当
時

に
三
鷹
駅
に
地
域
間
で
来
て

い
た
盛
岡
の
高
橋
さ
ん
と
の

交
流
が
今
で
も
続
い
て
い
た

こ
と
、
組
合
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
、
今
回
の

加
入
に
繋
が
っ
た
。
エ
ル
ダ
ー

ば
か
り
の
分
会
だ
が
鈴
木
君

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
」
、

八
王
子
地
区
本
部
・
田
中
書

記
長
か
ら
は
「
ち
ょ
う
ど
支

社
か
ら
豊
田
駅
の
合
理
化
提

案
が
来
て
い
た
。
鈴
木
君
に

職
場
の
声
を
集
め
て
も
ら
い
、

支
社
へ
の
『
申
』
を
作
成
し

た
。
交
渉
に
は
鈴
木
君
も
入
っ

て
も
ら
え
る
と
の
こ
と
。
労

働
条
件
改
善
向
け
共
に
が
ん

ば
ろ
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
ま
し
た
。

歓
談
が
続
い
た
あ
と
、
東

京
地
本
・
横
倉
財
政
部
長
か

ら
は
国
労
バ
ッ
チ
・
手
帳
・

組
合
員
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。鈴

木
さ
ん
か
ら
は
「
加
入

し
た
日
に
、
仙
台
で
国
労
組

合
員
だ
っ
た
妻
の
父
親
が
65

歳
に
な
り
、
エ
ル
ダ
ー
終
了

し
ま
し
た
。
退
職
し
た
義
父

の
代
わ
り
に
僕
が
加
入
し
ま

し
た
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が

さ
れ
、
楽
し
い
歓
迎
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

関
東
地
方
交
通
運
輸
産
業

労
働
組
合
協
議
会
（
上
岡
議

長
・
私
鉄
総
連
）
は
10
月
20

日
に
田
町
交
通
ビ
ル
に
お
い

て
、
第
33
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

福
田
副
議
長
の
司
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
総
会
議
長

に
は
国
労
か
ら
常
盤
代
議
員

（
国
労
東
日
本
）
と
池
田
代

議
員
（
茨
城
県
交
運
）
を
選

出
し
、
議
事
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
上

岡
議
長
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
中
で
、
交
通
運
輸
産
業

は
ど
こ
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。
そ
の
中
で
も
私

た
ち
は
、
生
活
に
必
要
な
人

流
・
物
流
を
支
え
続
け
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
賃
金
・

労
働
条
件
は
他
産
業
に
比
べ

て
低
い
。
深
刻
な
経
営
状
況

も
含
め
課
題
は
多
い
。
引
き

続
き
、
連
携
を
密
に
し
て
、

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り

組
も
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
政

策
推
進
の
議
員
懇
を
代
表
し

て
森
屋
参
議
院
議
員
（
立
憲
）

か
ら
「
全
産
業
の
中
で
低
い

賃
金
を
い
か
に
上
げ
て
い
く

か
。
産
業
間
の
不
公
平
さ
を

正
し
、
値
上
げ
分
を
労
働
者

の
賃
金
に
反
映
さ
せ
よ
う
。

行
き
過
ぎ
た
規
制
緩
和
を
変

え
て
い
こ
う
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
経
過
報
告
・
決

憲
法
が
公
布
さ
れ
た
記
念

日
の
11
月
３
日
、
国
会
を
取

り
囲
む
形
で
「
武
力
で
平
和

は
つ
く
れ
な
い

つ
な
ご
う

憲
法
を
生
か
す
未
来
へ
大
行

動
」
（
主
催
・
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
・
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
）
が
行
わ
れ
、
４
２
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
が
集
結
ま
し

た
。
国
労
か
ら
も
東
日
本
本

部
を
は
じ
め
、
多
く
の
組
合

員
が
参
加
し
「
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」

「
武
力
で
平
和
は
作
れ
な
い
！
」

国
労
加
入
歓
迎
会

●東京地本・横倉執行委員 ●鈴木さん ●舩木分会長

と
訴
え
ま
し
た
。

総
が
か
り
行
動
実
行
委
共

同
代
表
の
藤
本
泰
成
さ
ん
は

「
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
繰
り
返
す
一
方
で
、
岸
田

政
権
は
軍
事
的
緊
張
を
あ
お

り
な
が
ら
軍
事
費
２
倍
化
や

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を

狙
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
安

全
は
、
武
力
で
は
保
障
さ
れ

な
い
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
こ
の
ほ
か
、

各
政
党
や
市
民
代
表
か
ら
の

訴
え
が
続
き
ま
し
た
。

算
報
告
・
活
動
方
針
案
・
予

算
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
引
き
続

き
国
労
か
ら
東
日
本
本
部
・

武
田
書
記
長
が
幹
事
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

国
会
前
行
動

職場に



要求

３．０ヶ月
３．０ヶ月

回答
１．６ヶ月
２．０ヶ月
２．４５ヶ月

１．９８ヶ月
１．８５ヶ月
１．５ヶ月

会社
バス関東
バス東北
JESS
CTS

 東北ロジ
 信州ロジ
LiViT

２．５ヶ月+１万円

２．５ヶ月+５万円
２．５ヶ月+５万円
２．５ヶ月+５万円
２．５ヶ月+５万円

２．５ヶ月+５万円

対前年比
▲０．２ヶ月
０．２ヶ月
０．０５ヶ月
同額

０．３８ヶ月
同額

０．１ヶ月

会社
北海道
東日本
東海
西日本
四国
九州
貨物

要求
２．５ヶ月

３．２ヶ月
４．６６ヶ月
２．５ヶ月
２．８ヶ月
３．０ヶ月
３．０ヶ月

回答
１．７ヶ月

２．７ヶ月
１．８ヶ月
１．４３ヶ月
２．８ヶ月
１．６２ヶ月
２．５ヶ月

対前年比
0．03ヶ月

０．５ヶ月
０．５５ヶ月
０．２２ヶ月
０．５８ヶ月
▲０．０５ヶ月
同額ソフトバンク

３．０ヶ月+５万円 ２．４ヶ月+２万円

１．９ヶ月+２万円

０．４ヶ月+２万円

【ＪＲ・グループ各社の回答状況】

Ｊ
Ｒ
貨
物

Ｊ
Ｒ
東
日
本が

必
要
だ
！

社
員
へ
の

投
資

物
価
高
で

 

生
活
が

　

 

厳
し
い
！

Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ

Ｊ
Ｒ
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

（　　
　
　
　
　
　
　

 

）

充
分
な

　

休
憩
が

 

取
れ
な
い
！

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ｒ
東
日
本

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

（　　
　
　
　
　
　
　

）
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10
月
14
日
の
要
求
提
出
以

降
、
２
回
の
交
渉
を
行
い
、

社
員
・
組
合
員
の
生
活
実
態
、

コ
ロ
ナ
感
染
の
恐
れ
の
あ
る

中
で
の
業
務
や
、
今
ま
で
以

上
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
増

収
に
向
け
た
取
り
組
み
、
新

規
採
用
の
抑
制
で
ギ
リ
ギ
リ

の
人
数
で
業
務
を
回
し
て
い

る
負
担
感
な
ど
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
若
手
社

員
の
離
職
も
続
い
て
い
て
、

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
国

労
要
求
の
決
断
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
11
月
11
日

に
第
３
回
交
渉
が
行
わ
れ
、
要

求
額
３
．
０
ヶ
月
＋
５
万
円

に
対
し
、
２
．
４
ヶ
月
＋
２

万
円
支
払
い
（
昨
年
は
２
．

０
ヶ
月
）
と
い
う
回
答
を
示

し
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
は
「
日
夜
、

安
全
・
安
定
輸
送
を
担
う
社

員
と
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族

の
労
苦
に
報
い
て
い
な
い
」

「
こ
の
金
額
で
は
離
職
を
止

め
ら
れ
な
い
。
社
員
へ
の
投

資
が
必
要
だ
」
と
再
考
を
求

め
て
一
旦
持
ち
帰
っ
て
検
討

と
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
会
社
は
私
た
ち

の
主
張
に
対
し
「
コ
ロ
ナ
禍

11
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
と
年
末
手
当

交
渉
を
行
い
、
常
盤
執
行
委

員
と
生
方
交
渉
委
員
（
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
鹿
島
田
駅
）
、
松
浦
交

渉
委
員
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
大
船
駅
）
、

本
間
交
渉
委
員
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

武
蔵
増
戸
駅
）
の
若
手
３
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
大
駅
で
は
利

用
者
減
少
で
一
時
的
に
減
ら

さ
れ
た
人
員
が
、
利
用
者
数

の
回
復
以
降
も
戻
さ
れ
ず
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
、

小
規
模
駅
で
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
化
で
泊
ま
り
一
人
だ
け

の
勤
務
と
さ
れ
、
十
分
な
休

憩
も
取
れ
な
い
実
態
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日

本
本
部
が
昨
年
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社

員
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
の
生
活

実
態
な
ど
を
ぶ
つ
け
、
年
末

手
当
の
満
額
支
払
い
を
求
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
労
働
条

件
改
善
に
向
け
た
議
論
も
行

い
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
発
足
10
周
年

に
合
わ
せ
て
何
ら
か
の
報
奨

を
検
討
す
る
よ
う
に
訴
え
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は

「
社
員
の
働
き
が
い
を
創
出

す
る
よ
う
に
常
に
考
え
て
い

る
。
物
価
上
昇
も
理
解
し
、

改
善
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

に
も
感
謝
し
て
い
る
」
な
ど

の
考
え
方
を
示
し
、
２
．
５
ヶ

月
＋
３
万
円
の
要
求
に
対
し
、

11

月
16

日
に
２
．
４
５
ヵ
月

（
昨
年
は
２
．
３
５
ヶ
月
＋
１

万
円
）
の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
年
間
計
で
は
、
４
．
５
０
ヶ

月
（
昨
年
は
４
．
４
５
ヶ
月
＋

１
万
円
）
と
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ

水
準
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
国
労
本
部
・
全
貨
協

が
担
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本

本
部
と
し
て
は
11
月
８
日
に

関
東
貨
物
協
・
森
岡
議
長
と

共
に
武
田
書
記
長
、
中
村
貨

物
担
当
特
別
執
行
委
員
が
Ｊ

Ｒ
貨
物
関
東
支
社
に
、
年
末

手
当
の
満
額
支
給
に
向
け
た

署
名
（
社
長
宛
・
支
社
長
宛
）

提
出
の
要
請
行
動
を
取
り
組

み
ま
し
た
。

で
努
力
す
る
社
員
に
感
謝
す

る
」
「
業
績
連
動
型
で
は
な

い
の
で
『
営
業
利
益
が
い
く

ら
だ
か
ら
何
か
月
』
で
は
な

く
総
合
的
に
勘
案
し
て
い
く
」

「
離
職
は
重
要
な
問
題
と
認

識
」
と
考
え
方
を
示
し
た
も

の
の
、
最
終
回
答
で
あ
る
と

の
態
度
を
崩
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
東
日
本
本
部
で
は
本
部

や
執
行
委
員
会
で
取
り
扱
い

を
協
議
し
、
14
日
に
妥
結
・

整
理
を
図
り
ま
し
た
。

現
在
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
組

合
未
加
入
者
が
８
割
を
超
え

る
中
、
12
の
組
合
が
乱
立
す

る
状
況
で
「
力
」
が
分
散
し
、

社
員
の
声
を
ど
う
伝
え
、
要

求
を
勝
ち
取
る
か
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
夏
・
冬
併

せ
て
４
．
７
ヶ
月
＋
２
万
円

と
い
う
年
間
月
数
（
２
０
１

９
年
度
は
６
．
０
９
ヶ
月
）

を
バ
ネ
に
し
て
組
織
拡
大
、

そ
し
て
労
働
条
件
改
善
に
繋

げ
て
い
く
た
め
、
全
組
合
員

で
奮
闘
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ＪＲ・グループ各社

これでは離職を止められない！

11
月
９
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
Ｌ
ｉ

Ｖ
ｉ
Ｔ
）
に
２
．
５
カ
月
＋

５
万
円
の
要
求
提
出
以
降
、

２
回
の
交
渉
を
行
い
、
３
回

目
の
25
日
に
、
１
．
５
カ
月

（
対
前
年
＋
０
．
３
カ
月
）

の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
国
労
と
し
て
は

「
順
調
に
回
復
を
し
て
い
る

中
で
社
員
の
期
待
に
応
え
て

い
な
い
」
と
し
て
抗
議
し
、

再
回
答
を
求
め
交
渉
は
終
了

し
ま
し
た
。

交渉に臨むJESS組合員


